
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

　認知症介護実践者研修修了者数：287名

　認知症介護指導者養成数：毎年度２名（H27年度までに40名修了目標）

Ｈ27
H28

目標

H26末

（実績）
目標 成果 達成状況

42人

990 1,038

平成28年度に改正される介護支援専門員研修の体系

整備のため、カリキュラム検討委員会を設置し、企画運

営を実施

806 710 0

0 117 0

合計 16,618 16,557

40人 40人 達成

17,457

介護従事者に対して、介護に関する知識・技術の普及を図り、県民がより質の高い福祉サービスを受けられる社会を目指す。

県内の高齢化率が28.9％と全国に比べ高齢化が進む中、介護従事者の確保と介護サービスの質の向上が求められている。

また、地域包括ケアシステム構築や医療・介護の連携の推進等により、介護支援専門員の役割が重要視され、介護支援専門員の更なる

資質向上を目的とした養成が求められている。

成果目標の達成状況

項目

認知症介護指導者養

成研修修了者数

事業番号 05 04 08 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 介護研修事業介護研修事業介護研修事業介護研修事業
担

当

課

部局 健康福祉部

３　福祉を支えるサービス体制の充実 実施期間 Ｈ７ ～

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

県での実施が国の要綱により定められているため。

介護保険法施行令及び認知症介護実践者等養成事業実施要綱及び介護支援専門員資質向上

事業要綱

課・室 地域福祉課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail chiiki-fukushi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

６－２　いきいきと安心して暮らせる社会づくり

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

認知症介護指導者養成研修事業 委託

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績

H27 H28

（当初） （決算） （当初）

介護研修事業 委託

介護従事者向け研修を実施

委託先（社会福祉法人　長野県社会福祉協議会）

14,814 14,740 16,419

認知症介護指導者の養成研修を実施

委託先（認知症介護研究・研修大府センター）

998

介護支援専門員研修新体系移行事業 直接

21,610 16,618 17,457

合計（A) 20,531

国庫返還金 直接 26年度介護保険事業費補助金の精算による返還

17,457

38人

27年度27年度27年度27年度 28年度

当初予算 20,479

補正予算 52 347 117

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの

財源

21,957 16,735

概　算

人件費

1.10 1.10 1.10 1.10

9,084

19,937 21,957 16,557

9,104

7,292 8,834 4,252 5,896

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

認知症介護研修事業については、研修体系及びカリキュラム、研修規模等を見直しつつ事業を実施する。

目標に対

する成果

の状況

認知症介護実践者研修及び認知症介護指導者養成研修の修了者数は、目標どおり達成している。

 概算事業費（B（A）+C） 29,021 31,041 25,661 26,561

9,084 9,104

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

601 593

0 0

20,531 12,530 12,483 11,561


